
別記様式第8号（別記１の第６の１、別記２の第５、別記４の第６関係）

沖縄県
１　被害防止計画の作成数、特徴等

２　事業効果の発現状況
地域の体制整備、被害防止効果、捕獲状況、人材育成状況、耕作放棄地の解消等様々な角度から記載する。

３　被害防止計画の目標達成状況
被害防止計画の目標の達成状況を記載する。

４　各事業実施地区における被害防止計画の達成状況

（協議会名） 目標値 実績値 達成率 目標値 実績値 達成率

沖縄県
沖縄県全
域

R６

イノシ
シ、ハ
シブト
ガラ
ス、ク
ジャ
ク、シ
ロガシ
ラ

新技術実
証・普及活
動

2,047,994円
・鳥獣被害防止展示ほの設置
・シロガシラ、ハシブトガラス
の生息調査（沖縄本島中部地
区）

- - -

【鳥獣被害防止展示ほの設置】
　北部地区において、まだ普及が進んでいない電気柵によ
るイノシシ対策の実証展示圃を設置した。設置場所は名護
市で、供試品目はスイートコーン、ほ場面積は７aであった。
試験期間中に当該ほ場付近のイノシシの往来は確認されな
かったが、説明書やYoutube等を参考に容易に設置でき、コ
スト面や機能面においても生産者からの評価が高かったこ
とから、今後の普及可能性が示唆された。今後も試験を繰
り返し、他のほ場でも効果が示されるか確認していきたい。
一方で、電気柵は設置後の柵周辺の雑草防除管理に多大
な労力を要するという課題がある。そこで、八重山地域で
は、低コスト資材（防風ネット柵）の設置することによるイノシ
シ被害軽減の実証展示圃を設置した。その結果、防風ネッ
ト柵を設置したほ場にはイノシシ被害は確認されなかったこ
とから、被害防止に一定の有効性が示された。こうした知見
を広げることで、生産者は設置時・設置後の管理コストを勘
案して、当人に適した侵入防止柵を選択できるようになると
期待される。
　
【シロガシラ、ハシブトガラスの生息調査（沖縄本島中部地
区）】
効果的な被害防止対策を講じる為、沖縄本島中部地区（う
るま市、中城村）におけるハシブトガラス、シロガシラの生息
調査を行った。これらの地域においては、シロガシラの推定
個体数・密度は令和2年度と比較して減少している。一方、
ハシブトガラスについては、推定個体数・密度ともに令和2
年度と比較して増加している。
行動パターンや詳細な生息地域などを把握できたことによ
り、効率的な被害対策の計画につながる。

- - - - - -

　今回の実証ほ設置により効果的かつ低コ
ストな対策指導の基礎資料とすることがで
きたので、鳥獣被害軽減対策指導として普
及していきたい。

　沖縄県における野生鳥獣による被害は、
平成３０年度に84,998千円に増加したが、
それ以降、いったん減少傾向を示したが、
令和５年度、６年度については、それぞれ
75,040千円、76,031千円と同程度で推移し
ている。

　引き続き有害捕獲活動を実施し、侵入防
止柵等の整備や、地域のニーズに合わせ
た被害防止対策の普及推進により、さらに
被害軽減を図っていく。

- -

R4

R4
推進事業
1,503,000円
・有害捕獲

整備事業
1,246,203円
・ワイヤーメッシュ柵 628m

R4 100%

R5

R5
推進事業
1,760,000円
・有害捕獲

R5 100%

R6

R6
推進事業
1,120,000円
・有害捕獲

R6 100%

R4

R4
推進事業
973,500円
・有害捕獲
・被害防除

整備事業
1,260,864円
・ワイヤーメッシュ柵 640m

R4 100%

R5

R５
推進事業
913,000円
・有害捕獲
・被害防除

整備事業
1,173,500円
・ワイヤーメッシュ柵 500m

R5 100%

R6

R6
推進事業
951,500円
・有害捕獲
・被害防除

R6 100%

恩納村有害鳥獣
対策協議会

恩納村

金武町鳥獣被害
防止対策協議会

金武町

推進事業
・有害捕獲
・被害防除

整備事業
・鳥獣被害
防止施設
（侵入防止
柵の設置）

イノシ
シ

金武町鳥
獣被害防
止対策協

議会

金武町有害鳥獣被害防止協議会では、令和４年度～令和６
年度において、銃器や罠を用いて有害捕獲活動を行い、令
和４年度と令和５年度にはイノシシ侵入防止柵の設置を
行った。
 有害捕獲状況について、令和４年度 59 頭、令和５年度 99
頭、令和６年度 122 頭と
推移している。年々イノシシの目撃状況や作物被害が増え
ている。
本事業において金武町鳥獣被害対策実施隊の有害捕獲活
動費を確保することで、増
加するイノシシ被害に対応できた。

465千円 448千円

事業効果

被害防止計画の目標と実績

事業実施主体の評価 第三者の意見 都道府県の評価被害金額 被害面積

イノシ
シ

シロガ
シラ

推進事業
・有害捕獲
・被害防除

整備事業
・鳥獣被害
防止施設
（侵入防止
柵の設置）

恩納村有
害鳥獣対
策協議会

　恩納村有害鳥獣対策協議会では、令和4年度～令和６年
度において、銃器やわなを用いた有害捕獲活動およびイノ
シシ侵入防止柵の設置を行った。
有害捕獲状況について、令和４年度131頭、令和５年度230
頭、令和６年度186頭と推移している。令和５年度以降村内
におけるイノシシによる農作物被害・目撃が急増しており、
本事業において恩納村鳥獣被害対策実施隊の有害捕獲活
動費を確保することで、増加するイノシシ被害に対応でき
た。令和5年度には過去最多の捕獲数となり、農作物への
被害軽減に一定の効果があったと考えられる。
また、令和４年度に設置した鳥獣被害防止施設（イノシシ侵
入防止柵）を設置した圃場では、設置以降イノシシによる被
害の報告は無く、高い被害防止効果を発揮している。

①イノシシ
被害面積は基準年の245aに対し、258aと微増に留まっているが、被
害金額の目標値1,532,023円に対し実績は2,886,859円と増加し目
標は達成できていない。被害面積の増加に比べ、被害額が大きく増
加している。原因としてはイノシシの増加と本村南部の対策の甘
かった地域へのイノシシの流入が被害増加要因と分析している。今
後は本村南部の被害が増加した地域への侵入防止柵の設置等の
対策が被害減少のポイントになると思われる。鳥獣被害防止対策な
されているほ場では被害の報告はないことから、今後は鳥獣被害防
止施設の拡大が被害防止に貢献するものと思われる。目標達成の
ための各事業はR4～R6年度において利用率稼働率ともに100％な
ので問題ないものと評価できる。令和5年度には捕獲数が230頭な
ので事業の成果はあったものと評価できる。
②シロガシラ
基準年の被害金額369,246円に対し、実績値は500,000円となり被
害額は目標値を達成できていないが、被害面積は基準年の79aに
対し26aと減少している。シロガシラの捕獲数は0羽であるが、防鳥
ネットや寄り付く林の伐採も実施している。要因分析では被害作物
の葉野菜が高騰したため、被害額ご増加しているので、事業の成果
はあったものと評価できる。
（沖縄環境経済研究所　代表取締役　上原　辰夫（農作物野生鳥獣
被害対策アドバイザー））

被害金額については、目標は未達で
あった。しかし、計画期間内において、捕
獲頭数自体は各年度160頭目標に対し
て、ほぼ同等以上の捕獲実績であったこ
とから、一定の捕獲圧は維持していたと
評価できる。しかしながら被害額が増加
したことは、加害個体を捕獲できなかっ
たこと、イノシシの行動域が移動したこと
による被害地域の移動等が考えられる。
今後は、実施隊含め関係機関内におい
て一層の情報共有を図り、被害や捕獲
に関する情報から可能な限りイノシシの
分布の動態を把握し、効果的な有害捕
獲活動につなげる必要がある。
　シロガシラについても、被害の場所の
把握と対策に努めており、被害面積は減
少している。令和６年度は農作物単価の
上昇と、防鳥ネットの設置の遅れ等の要
因があったと聞いている。令和７年度以
降は、適期の設置に努めることで、被害
金額の減少は期待できる状況にある。

1,532千円

295千円

(計）
1,827千円

2,887千円

500千円

（計）
3,387千円

鳥獣被害防止都道府県活動支援事業及び鳥獣被害防止総合支援事業の評価報告（目標年度：令和６年度）

事業実施主体名
対象
地域

実施
年度

対象
鳥獣

事業内容 事業量 管理主体
供用
開始

利用率・
稼働率

　沖縄県における被害防止計画の数は、市町村が単独で作成した被害防止計画21個（主にうるま市以北の市町村と離島）と、複数の市町村が広域的に活動する協議会（本島南部地区,本島北部地区）による被害防止計画2個の合計23個である（令和７年９月現在）。そのうち目標年度を令和6年度に設定し、本交付金事業を実施しているのは、４市町村（宜野座村、金武町、竹富町、恩納村）である。
　沖縄本島南部地区7市町村はシロガシラによる露地野菜の被害防止対策が共通課題であるため、沖縄本島南部地区野生鳥獣被害対策協議会においてシロガシラを対象鳥獣とした被害防止計画を作成している。また北部地区9市町村においても、平成26年5月に「沖縄本島北部地区野生鳥獣被害対策協議会」を立ち上げ、ハシブトガラスによる農作物への被害軽減を目的に、被害防止計画を作成している。その他地域について
は、加害鳥獣や栽培作物が異なるため、市町村単独で被害防止計画を作成している。

　事業を実施している伊是名村、座間味村、北大東村、石垣市の市町村においては、対象鳥獣の捕獲許可権限委譲を受け、市町村長の許可により、有害鳥獣の捕獲等を行った。猟友会を含めた鳥獣被害対策実施隊を設置し、銃器や箱わなによる駆除を行うなど、効率的な体制により速やかに有害捕獲活動に取り組んだ。また、担い手育成を兼ね狩猟免許取得等の人材育成、今後の被害防止に向けた取り組みも行った。石垣市
有害鳥獣対策協議会では、ジビエ等の利用拡大に向けた地域の取組として、捕獲した鳥獣の処理加工等に関する研修会等、販売拡大支援を行った。
　沖縄本島北部地域及び八重山地域においては、イノシシによる農作物への被害が多発しており、被害が多いほ場を中心に侵入防止対策としてワイヤーメッシュ柵を整備した。被害防止の効果は大きく、受益ほ場については被害が無くなったが、未整備のほ場を中心に依然として被害が発生していることから、被害状況を確認し、引き続き、被害防止に有効な整備をしていく。併せて、イノシシを寄せ付けない対策（ほ場の残渣物の
管理、ほ場周辺の環境整備）にも取り組む必要がある。

　推進事業においては、恩納村有害鳥獣対策協議会、宜野座村鳥獣被害防止対策協議会、金武町鳥獣被害防止対策協議会、竹富町有害鳥獣対策協議会が、有害捕獲を中心に取り組んだ。宜野座村及び金武町においては、イノシシの侵入防止柵と一体的な有害捕獲活動を推進したことによって、目標を達成することができた。しかし、恩納村については、獣類の生息域の移動等によって、竹富町においては、実態把握の強化（被
害実態の掘り起こし）したことによってこれまで報告されてこなかった被害が顕在化したことによって、目標未達成となった。
　整備事業においては、宜野座村と竹富町の協議会が令和４，５，６年度にワイヤーメッシュ柵を整備した。恩納村の協議会は令和４年度、金武町の協議会は令和４，５年度にそれぞれ整備した。整備した被害防止柵の効果は大きく、受益ほ場については被害が無くなった。しかしながら、未整備ほ場を中心に依然として被害が発生しており、目標未達の要因の一つとなっている。

・R４～R6 年度の各事業の実施状況は R４年度が推進事業有害捕
獲事業、整備事業とも利用率・稼働率共に 100％となっており、適
正に活用されている。
・被害防止計画の目標の R6 年度のイノシシの被害金額の目標値
464,582 円に対し、実績値は 447,719 円で 115％である。被害面積
の目標値は、0.312ha に対し 0.13ha で達成状況は 333％であり、イ
ノシシ被害対策は成果が得られているものと評価する。

沖縄環境経済研究所 代表取締役 上原 辰夫 （農作物野生鳥獣被
害対策アドバイザー)

イノシシの被害金額および被害面積の
いずれについても目標を達成できた点
で、高い事業効果はあったと評価でき
る。特にメッセージアプリを使った情報共
有は、捕獲頭数の推移から、捕獲効率を
高める効果があったと示唆された。その
一方で、被害金額自体はやや増加傾向
にあるので、引き続き、高い捕獲圧を維
持し続ける取組が重要といえる。

115% 0.3ha 0.1ha 333%

イノシシにおいては基準年の被害金額
580,727 円に対し目標値は 464,582 円とな
り、
達成率は 115％となった。被害面積は基準
年の 0.39ha に対し目標値 0.312ha となり、
達成率は 333％となった。
町民からのイノシシ出没情報や被害報告に
対し、LINE を活用して駆除隊に迅速に対
応してもらった事が効果的だったと思われ
る。

イノシシにおいては基準年の被害金額
1,915,028円に対し目標年度の被害金額
2,886,859円となり、達成率は△253％となっ
ており目標値を大きく下回っている。また、
被害防止計画の軽減目標として定めてはい
ないが被害面積については基準年245aに
対し目標年度258aと微増となっている。原
因としては令和５年度以降のイノシシの増
加及びこれまで被害がなく対策の甘かった
本村南部へのイノシシの流入が大きな要因
と考えられる。  シロガシラにおいては、基
準年の被害金額369,246円に対し目標年度
の被害金額500,000円となり、達成率は△
177％となっているが、被害面積は基準年
79aに対し目標年度26aと減少している。本
村におけるシロガシラ被害の多くは葉物野
菜であり、目標年度における葉物野菜の価
格高騰が、被害面積が減少しているが被害
金額が増加している一つの要因と考える。
捕獲数は0羽となるが、防鳥ネットやシロガ
シラの寄り付く林の伐開により農作物被害
が軽減できた。

△253%

△177%

（合算達成率）
△241%

－ － －



R4

R4
推進事業
360,000円
・有害捕獲
・被害防除

整備事業
3,365,208円
・ワイヤーメッシュ柵 1,680m

R4 100%

R5

R5
推進事業
425,000円
・有害捕獲
・被害防除

整備事業
2,848,309円
・ワイヤーメッシュ柵 1,224m

R5 100%

R6

R6
推進事業
280,000円
・有害捕獲
・被害防除

整備事業
5,559,986円
・ワイヤーメッシュ柵 2,258m

R6 100%

R4

R4
推進事業
1,479,620円
・有害捕獲

整備事業
1,397,823円
・ワイヤーメッシュ柵 910m

R4 100%

R5

R5
推進事業
1,750,390円
・有害捕獲

整備事業
2,003,749円
・ワイヤーメッシュ柵 448m

R5 100%

R6

R6
推進事業
1,584,250円
・有害捕獲

整備事業
3,214,486円
・ワイヤーメッシュ柵 800m

R6 100%

R3

R3
推進事業
306,640円
・有害捕獲

R3 100%

R4

R4
推進事業
348,255円
・有害捕獲
・推進体制の整備

R4 100%

R5

R5
推進事業
294,884円
・有害捕獲

R5 100%

R6

R6
推進事業
255,500円
・有害捕獲

R6 100%

0.9ha 1.3ha △5.1%

　ニホンキジにおいて、基準年の被害面積
130a、被害金額3,600,千円に対し令和6年
度の被害面積132a、被害金額4,489千円と
なっており、被害面積・被害金額とも達成率
は0％（被害金額マイナス）改善が必要であ
る。原因としては、駆除する数がキジの増え
る数に追いついていない。今後駆除する
（猟友会を呼ぶ）回数を増やし島内のメン
バー育成も兼ねキジ絶滅できるよう対策強
化を図りたい。
５．被害防止計画の目標達成状況
　被害面積・被害金額ともに未達成となって
いる。今後はニホンキジ被害が多い地域・
駆除がやりやすい時期を中心に被害対策
を実施していくことで改善を図りたい。

捕獲開始当初（令和3年）と比較して、キジの個体数の増加を抑制
できていない可能性が高い。今後、確実に個体数を減らすために
は、捕獲回数を年1回から2回以上に増やすべきである。また、その
際は活動時期も重要といえる。サトウキビの収穫が進んだ時期（製
糖終了後の４月・５月）に実施することができれば、キジの視認性が
改善し、捕獲効率は確実に向上するだろう。適当な時期で実施でき
るよう、関係機関と協力して取り組んでいただきたい。（沖縄県猟友
会　会長　勝連　隆）

北大東村においては、被害額および被
害面積で目標達成とは至らなかった。そ
の要因としては島特有の捕獲活動上の
障壁があり、当該地域における効果的な
捕獲は容易ではないが、村も十分に現
状を理解し、策を模索している。今後は
関係機関で適時実施に向けた取組の推
進と、島内の捕獲体制構築に向けた人
材育成を図る必要がある。

北大東村有害鳥
獣対策推進協議
会

北大東村
ニホン
キジ

推進事業
・有害捕獲
・推進体制

の整備

北大東村
有害鳥獣
対策推進
協議会

　本村においては、島内に捕獲できる人員体制が整備され
ていないため、有害捕獲活動には島外の猟友会員の来島
が不可欠である。しかしながら、参加できる猟友会員の確保
や天候を考慮した日程調整など、活動実施に至るまでに多
大な時間を要してしまうといった、島嶼地域ゆえの困難さが
ある。また、本村においては、広大なサトウキビが島内の大
部分を占めている。そのため、二ホンキジの捕獲は、安全
性・効率性の観点から、最適捕獲期間が精糖期間終了後
のわずかな期間に限られてしまうなど、地域特有の課題も
ある。こうした面から、捕獲頭数は目標の100頭を下回る31
頭となった。それでも、猟友会の尽力もあって、活動期間中
の捕獲自体は効率よく実施されたと評価している。また、猟
友会員には地元の人材育成にも協力してもらっている。事
業を通して島民に駆除の必要性が伝わり、農家から狩猟メ
ンバーが加わるなど、数字に速やかに反映されないところ
にも事業効果がみられている。将来的には、事業を活用し
駆除活動が本島から猟友会を呼ぶことなく島民で捕獲を実
施できる体制構築につとめたい。

2,520千円 4,489千円 △82%

イノシ
シ

推進事業
・有害捕獲
・被害防除

整備事業
・鳥獣被害
防止施設
（侵入防止
柵の設置）

イノシ
シ

カラス

カルガ
モ

推進事業
・有害捕獲

整備事業
（鳥獣被害
防止施設）

竹富町有
害鳥獣対
策協議会

令和４年から令和6年度までイノシシによる農作物被害の軽
減を目的として、有害捕獲やワイヤーメッシュ等による被害
防止を実施し、宜野座村・JA・農家・被害防止実施隊の関
係機関と連携して取り組んだ。
捕獲状況は、R4年度37頭、R5年度79頭、R6年度54頭と推
移し、長期的に高い捕獲実績を維持している。令和6年度の
捕獲数54頭は計画が想定した年間捕獲規模（約60頭）に匹
敵し、イノシシ個体数の抑制に大きく寄与した。
これらの取り組みにより、農地や集落の被害防止、地域の
防除体制の強化など多面的な効果が確認された。

1,894千円 1,437千円

【推進事業】
竹富町有害鳥獣対策協議会では、竹富町鳥獣被害対策実
施隊による有害捕獲を中心に事業を実施し、令和４年度か
ら令和６年度の３年間で、カラス２７７９羽、イノシシ２８３頭、
カルガモ２羽の捕獲実績であり、一定の被害防止効果がみ
られた。
【整備事業】
　竹富町西表島において、猪による農作物への被害が多発
している圃場を中心に猪侵入防止柵等の整備を実施した。
侵入防止柵を設置した周辺の圃場にあっては、被害報告が
無く、事業効果が現れている

516千円

181千円

8千円

（計）
705千円

15,082千円

9千円

723千円

（計）
15,814千円

竹富町有害鳥獣
対策協議会

竹富町

事業の実施によって、侵入防止柵を整備し
た地区を中心に被害防止効果がみられた。
一方で、計画期間中、より正確な被害の実
態把握に務めた結果、計画以前の報告に
はなかった被害が顕在化し、達成率につい
ては、イノシシとカルガモで目標を大きく下
回る結果となった。今後は顕在化した課題
を整理しつつ、より一層の効果的な被害防
施策を実施する必要がある。

各事業の実施状況をみると推進事業（有害捕獲）、整備事業（鳥獣
被害防止施設）はR4、R5、R6年各年とも利用率・稼働率は100％と
なっており、問題はないものと考える。
鳥獣種別に被害防止計画の目標と実績をみる。
①イノシシ
被害額の目標値516（千円）対し実績値が15,082（千円）、被害面積
目標値222（アール）に対し実績値が2,081（アール）と被害額、被害
面積が増加し、目標は達成できていない。捕獲頭数は西表島でR4
年に74頭、R5年に132頭、R6年に119頭とそれなりの成果は得られ
ている。鳥獣被害防止施設はR4年910m、R5年448m、R6年800ｍと
着実に整備されており、鳥獣被害防止施設が設置されているほ場
では被害報告がないことから、防止柵設置の成果は得られているも
のと思われるが、イノシシは侵入した畑で集中的に被害を与える傾
向があるため、被害が増加した要因が、繁殖に伴う増加、自然の餌
資源の不足か人里に侵入しやすい要因があったのか等、要因分析
をして、それに適した対応を検討することが望ましい。併せて基準
年、目標値の設定が適切かどうか、見直しも含め検討することが望
ましい。
②カラス
被害金額、被害面積ともに目標を達成しているので問題ないものと
考える。
③カルガモ
カルガモの被害額、被害面積が増加し、目標が達成できていない
が、カルガモの増加で被害が拡大したか、稲作の作付面積が影響
したのか、被害の時期、原因分析をし、対策を検討し、基準年、目
標値の設定が妥当だったかも含めて検討することが望ましい。（農
作物野生鳥獣被害対策アドバイザー 上原 辰夫 氏(株式会社沖縄
環境経済研究所)）

197% 1.1ha 1.1ha 91%

宜野座村被害防止計画に沿って、捕獲体
制整備、侵入防止柵設置、担い手育成など
を計画的かつ着実に推進した。宜野座村・
JA・農家・被害防止実施隊との連携も行い
被害防止を遂行できた。
また、村単独予算による捕獲箱活用や未整
備地の整備促進などを継続的に実施。令和
6年度には有害捕獲54頭を含む取り組みに
より、被害の減少傾向を定着させるととも
に、持続可能な防除体制を構築した。
このように、計画を確実に実施し、地域全体
で被害防止に取り組む基盤を確立した点が
評価できる。

20.8ha

0.0ha

1.8ha

(計)
22.7ha

△11,191%

482%

△35,650%

（合算達成率）
△8485%

2.2ｈａ

1.3ha

0.0ha

(計）
3.5ha

宜野座村鳥獣被
害防止対策協議
会

宜野座村
鳥獣被害
防止対策
協議会

宜野座村

イノシシ、カルガモについて、被害額およ
び被害面積については、目標を顕著に
下回った。これは令和４年度以降実態把
握に努めた結果顕在化した被害が含ま
れており、致し方ない側面があるが、大
きな被害があることは対処しなければな
らない。しかしながら、被害の実態が明ら
かとなったことは、今後の被害防止活動
に資する情報ともいえる。また、町役場
へのヒアリングからは、現場の声を聞
き、柵の維持管理体制に課題を見出す
など、被害防止に対する積極的な姿勢
が認められる。
県内でも最大規模の集落柵による被害
防止への取り組みとなり、その維持管理
について難しい面もあると思うが、他市
町村に紹介できる良い事例となるように
励んで欲しい

　鳥獣種はイノシシを対象に被害防止計画を実施している。被害金
額の目標値1,894千円に対し、実績値は1,437千円と達成率197％と
十分な成果をあげている。被害面積も目標値116.7aに対し、109.5a
と達成率91％となっている。被害防止対策として捕獲やワイヤーメッ
シュ設置に取組み成果をあげている。宜野座村、ＪＡ、農家、被害防
止実施隊等の連携も十分機能していることが伺える。捕獲頭数も毎
年、計画で想定した頭数（60頭）をほぼ達成し、個体数抑制も事業
での対策が大きく寄与している。事業費での対策に加え、村単独予
算で捕獲箱の活用、未整備地域の整備促進にも取り組み、イノシシ
を寄せつけない環境づくり、耕作放棄地の解消等多面的に取り組
んでいることが着実な成果に貢献しているものと評価され、他市町
村の参考にもなるものと思われる。
（沖縄環境経済研究所　代表取締役　上原　辰夫（農作物野生鳥獣
被害対策アドバイザー））

被害金額・被害面積ともに目標達成でき
たことは、村単独事業を併用しながら、
被害防止効果の高いイノシシの侵入防
止柵を計画的に整備し、関係機関と連携
しながら実施隊による捕獲に高い効果が
あったと評価できる。

△3,280%

494%

△90,500%

（合算達成率）
△2,100%



R3

R３
推進事業
425,000円
・有害捕獲
整備事業
4,449,706円
・ワイヤーメッシュ柵 3,510ｍ

R3 100%

R4

R4
推進事業
406,738円
①有害捕獲
②ジビエ利用拡大に向けた取
り組み
整備事業
5,854,464円
・ワイヤーメッシュ柵 4,608ｍ

R4 100%

R5

R5
推進事業
431,384円
①有害捕獲
②ジビエ利用拡大に向けた取
り組み

整備事業
13,703,184円
・ワイヤーメッシュ柵 10,128ｍ

R5 100%

R6

R6
推進事業
75,000円
・有害捕獲

整備事業
14,421,000円
・ワイヤーメッシュ柵11,400m

R6 100%

注１：被害金額及び被害面積の目標欄については対象鳥獣及び目標値を記し、これに合わせて他の欄も記載する。
 　２：都道府県が事業実施主体となる鳥獣被害防止都道府県活動支援事業を実施した場合、その事業内容等も記載すること。
　 ３：事業効果は記載例を参考とし、獣種等ごとに事業実施前と事業実施後の定量的な比較ができるよう時間軸を明確に記載の上、その効果を詳細に記載すること。整備事業を行った場合、捕獲効率の向上にどのように寄与したかも必ず記載すること。

 　 ４：「事業実施主体の評価」の欄には、その効果に対する考察や経営状況も詳細に記載すること。　　　

５　都道府県による総合的評価
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対策協議会
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石垣市有
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令和６年度においては、鳥獣被害防止総合支援事業を活
用し、ワイヤーメッシュ柵を11,400ⅿ整備した。同事業により
有害鳥獣の畑への侵入を物理的に防止することが出来た。
その効果は市民にも広がり事業導入希望者も増加してい
る。しかし、バンナ
公園(都市公園)の付近では、イノシシによる農作物被害が
多く発生し、恐らくバンナ
公園内の個体によるものだろうという仮説が立った。そこ
で、バンナ公園(都市公園)
隣接地において、わな猟を実施し、約4か月で32頭を捕獲出
来た。これによりバンナ公園付近圃場の農作物被害防止に
つながった。今後も未だ手付かずである当該地域で重点的
に捕獲活動を行うことによって、被害防止の効果を期待でき
る。

167千円

2,072千円

228千円

146千円

26千円

（計）
2,639千円

69千円

3,180千円

569千円

61千円

0千円

（計）
3,879千円

334%

△114%

△532%

332%

445%

(合算達成率）
△88%

0.2ha

1.6ha

0.2ha

0.1ha

0.0ha

(計）
2.1ha

0.0ha

1.8ha

0.1ha

0.0ha

0.0ha

(計)
1.9ha

463%

46%

289%

368%

440%

(合算達成率）
126%

令和６年度捕獲頭数(カッコ内は計画数及
び達成率)は、イノシシ578頭(300頭195%)、
カラス3,568羽(4,000羽89%)、キジ290羽
(1,500羽19%)、クジャク431羽(700羽61%)と
なっている。カラスについては、ほぼ計画通
りの捕獲ができ、被害額の軽減目標も達成
できた。イノシシについては、被害額の軽減
目標を達成できなかったが、捕獲頭数は計
画を上回った。今後は、ワイヤーメッシュ柵
で畑に侵入出来なかったイノシシの逃げ場
に罠を仕掛ける等、加害個体の捕獲効率を
高める工夫を施す。また、箱罠を市独自の
補助で増やしワイヤーメッシュ柵未整備の
畑付近にいるイノシシの捕獲数の増加に努
め、被害額軽減を図る。
　被害面積は年々減少することができてい
るが、被害金額においては、１年あたりの被
害金額が、目標値の1.65～2.6倍前後あり
達成出来ていない。単価の高いパインの食
害が高い割合をしめており、今後ともワイ
ヤーメッシュ柵の整備による対策が必要と
される。

令和６年度に石垣市有害鳥獣対策協議会が実施された害獣対策
について、まず、上空から飛来する鳥類への対策としては、防除は
行いつつも捕獲が現実的であり、カラス、キジ、クジャクのそれぞれ
を計画に基づいて駆除されています。特にカラスは、捕獲目標の約
９割を達成されておられることから、継続した捕獲で農作物被害の
低減が期待されます。また、キジ、クジャクに関しては、ジビエとして
さらに消費を進めていかれ、捕獲個体があるときのみの希少食材と
して安全においしく食べつくして頂ければと考えます。
次に、最も被害が深刻なイノシシの対策については、ワイヤーメッ
シュ柵の設置によって目標とした作物の防除を達成されています。
また、昨年度、同報告で私がお勧めしたように、被害の多い地域の
場所の情報を共有され、発生源と思われるエリアで重点的にワナに
よる捕獲を実施された点は、理想的な集落防除を実施されておられ
ます。引き続き、被害情報の収集と共有によって被害の低減が期待
できます。
今後、地域のみなさまで(1)獣道の確認、(2)効果的なワイヤーメッ
シュの設置方法や管理方法、を共有されて、現地に人間が頻繁に
赴くことで、獣に対して農地がヒトのテリトリーであることを示すこと
ができ、獣を奥へ追いやることにつながります。
最後に、提供いただいた被害調査結果に「水田でのイノシシの食害
等」が報告されていますが、内地で稲に対する最大のイノシシ被害
は、ヌタ場被害という、収穫直前の水田で転がって体を洗うことで稲
を根元から引き倒し、また、臭いにおいを付けて商品価値を無くすも
のです。当該被害が発生していない現状で、水田および周辺の足
跡等を確認して被害を未然に防げるように情報共有と対策の検討
を始められてはと考えます。
　　　　　矢尾田清幸（農作物野生鳥獣被害対策アドバイザー（農林
省登録第252号））

石垣市については、カラス、クジャク、カ
モにおいて被害金額及び被害面積とも
に目標値を大きく超えて達成できてい
る。イノシシについては、被害金額では
目標値を上回ったものの、被害面積で
は、目標を達成できている。被害面積を
抑えることができたのは、計画通りの捕
獲圧を維持できたこと、ワイヤーメッシュ
柵の整備による効果が大きいと考えられ
る。しかしながら、石垣市では販売単価
の高いパインアップル等の被害も目立
つ。そのため、イノシシの生息域の移動
等によって被害地域も移動してしまうと、
たとえ局所的に効果の高い防止活動を
実施できたとしても、別の地域での被害
が増え、地域全体の被害総額にその効
果が反映されにくいという課題もある。特
に石垣島は面積の大きい離島地域でも
あるので、長期的な視点を持ちつつ、侵
入防止柵の着実な整備とそれを補完す
る形での有害捕獲を組み合わせる被害
防止の継続的な取組が必要となる。

　 ５：鳥獣被害防止施設の整備を行った場合、侵入防止柵設置後のほ場ごとの鳥獣被害の状況、侵入防止柵の設置及び維持管理の状況について、地区名、侵入防止柵の種類・設置距離、事業費、国費、被害金額、被害面積、被害量、被害が生じた場合の要因と対応策、設置に
　　係る指導内容、維持管理方法、維持管理状況、都道府県における点検・指導状況等を様式に具体的に記載し、添付すること。

　被害防止計画において令和6年度を目標年度に設定している市町村及び広域協議会のうち、鳥獣被害防止総合対策交付金を実施している竹富町有害鳥獣対策協議会、金武町鳥獣被害防止対策協議会、宜野座村鳥獣被害防止対策協議会、恩納村有害鳥獣対策協議会の４ヵ所に、昨年度目標が未達成であった北大東村有害鳥獣対策
推進協議会、石垣市有害鳥獣対策協議会を加え計６ヵ所が評価対象であった。
　恩納村有害鳥獣対策協議会、竹富町有害鳥獣対策協議会、石垣市有害鳥獣対策協議会、北大東村有害鳥獣対策推進協議会が目標達成に至らなかったことから、被害防止の活動内容を見直し、被害防止対策を推進していく必要がある。
　令和４－６年度の間でみると沖縄県全体の被害金額は増加傾向がみられるが、より長期的視点で俯瞰すれば、平成24年度の2億1千万円をピークに徐々に減少し、近年では一定の増減を許しつつ平衡状態にあるともいえる。令和6年度においては76,031千円であった。目標達成にはならなかった市町村があるものの、すべての地区におい
て事業計画に基づいて鋭意取り組んでおり、特にイノシシについては、目標と同等以上の捕獲圧は維持できていたとみられる。しかし、被害額が増加してしまったことについては、捕獲頭数が不十分であるか、あるいは加害個体以外の捕獲が多かった可能性が考えられる。また、生息域の移動や被害実態の掘り起こしによる被害の顕在化等
の要因も大きいと推量される。ワイヤーメッシュ柵を整備されたほ場は高い確率で被害を防止できていること、捕獲頭数自体は多くの市町村において計画と同等以上であることを考慮すれば、本事業によって一定の捕獲圧は維持され、潜在的な被害を抑制した効果も一定程度あったと考えられるが、今後は、被害額を減少傾向へと転ずるた
めに、鳥獣を集落に引き寄せる要因（農作物残渣や放任果樹等）除去の指導、適正な捕獲圧の実現（捕獲頭数・捕獲場所の見直し等）、侵入防止柵の整備や維持管理体制の構築等、各地域の課題に即した対策の支援に努める必要がある。


